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･ 1960年代の半ばに随伴陰性変動(Contingent Negadve Variadom, CNV) ,後期陽性成分oate













佐藤1990;松岡ほか1993;桧岡1997a; Michie 1995; Osterhout and Holcomb 1995; Rugg 1995).
ところで,分裂病の病態を生理学的指標を用いて検討する場合,発病,再発,慢性
化などを規定する基本的病態すなわち"脆弱性vulnerability" (松岡1992;佐藤,枚岡
1991, 1994, 1997,印刷中; zubinand Spring 1977)とこれを基盤にして発生してくる精神病状
態や欠陥状態の病態とを区別して考える必要がある.特に,生理学的指標は様々の心
理状態の影響を受けるため,少なくとも状態指標と脆弱性指標を区別すべきことは以










た(松岡1994, 1995; Matsuoka et al. 1996a).この異常は,図形や文字など刺激の種頬や内
容とは関係なく知覚組織化機構全般に及ぶものと考えられ即atsuokaetal. 1996b),また/,
2年間の前方視的追跡研究によって精神病性再発の指標となりうることを兄いだした
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ていわれてきた"手がかりや文脈の利用の障害" (chapmanand ChapmazL 1973)を,生理













が増大しているという報告が相次いでいるのobes et al_ 1996; Nestor et al. 1997; Niznikiewicz






























これまでの一連の研究即atsuoka et al. 1996a, 1996b, in p托SS,inpreparation)を通して,分
裂病においては(1)パターン認知障害( NA頂点潜時の遅延) , (2)意味処理の遅延
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